
歐
陽
脩
の
書
簡
九
十
六
篇
の
發
見
に
つ
い
て

一
一
三

　

一
、
は
じ
め
に

今
日
に
傳
わ
る
歐
陽
脩
（
一
〇
〇
七
〜
一
〇
七
二
）
の
作
品
は
、『
詩
本
義
』、『
五

代
史
記
』（
新
五
代
史
）、『
太
常
因
革
禮
』、『
新
唐
書
』
等
が
あ
り
、
こ
れ
以
外
の

彼
の
詩
文
は
全
集
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
淸
代

の
歐
陽
衡
が
嘉
慶
二
十
四
年（
一
八
一
九
）に
刊
行
し
た『
歐
陽
文
忠
公
全
集
』で
は
、

そ
れ
ま
で
の
全
集
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
歐
陽
脩
の
散
文
七
篇
（「
本
末
論
」、「
時

世
論
」、「
豳
問
」、「
魯
問
」、「
序
問
」、「
與
黃
謂
」、「
與
李
吉
州
」）
を
見
つ
け
出
し
、

あ
わ
せ
て
收
錄
し
た
。
歐
陽
衡
が
歐
陽
脩
の
作
品
と
し
て
こ
れ
ら
七
篇
を
新
た
に

全
集
に
付
け
加
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
李
逸
安
氏
は
『
歐
陽
修
全
集
』
の
歬
言
で

「
這
些
都
是
別
本
所
無
的
」
と
し
て
㊟
目
し
て
い
る（

（
（

。

南
宋
時
代
に
歐
陽
脩
の
全
集
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷
が
編
纂
さ
れ
て
、

朙
・
淸
以
降
現
代
に
至
る
ま
で
全
集
は
幾
度
も
刊
行
さ
れ
た
が
、
淸
代
に
歐
陽
衡

が
新
た
に
七
篇
の
作
品
を
見
つ
け
た
こ
と
を
除
け
ば
、
全
集
に
收
錄
さ
れ
て
い
る

詩
文
數
に
大
き
な
變
化
は
な
か
っ
た
。
歐
陽
脩
は
千
年
以
上
歬
に
生
ま
れ
た
人
物

で
あ
り
、
も
は
や
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
新
た
な
作
品
が
出
て
く
る
餘
地
は

全
く
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
筆
者
は
今
日
の
歐
陽
脩
の
全
集
に
は
全
く
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
歐

陽
脩
の
書
簡
九
十
六
篇
を
新
た
に
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
九
十
六
篇

の
發
見
に
は
、
南
宋
時
代
に
お
け
る
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
編
纂
と
そ
の
後
の

傳
が
大
き
く
關
わ
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
南
宋
に
お
け
る
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
編
纂
の
經
緯
と
そ

の

傳
狀
況
を
考
察
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
九
十
六
篇
が
今
日
に
知
ら
れ
な
い
ま

ま
に
傳
わ
っ
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
全
く

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
歐
陽
脩
の
書
簡
九
十
六
篇
を
紹
介
し
た
い
。

二
、『
歐
陽

忠

集
』
百
五
十
三
卷
の
成
立

南
宋
の
周
必
大
（
一
一
二
六
〜
一
二
〇
四
）
は
、
孫
謙
益
、
丁
朝
佐
、
曾
三

、

胡
柯
ら
の
協
力
を
仰
い
で（

（
（

、
紹
熙
二
年
（
一
一
九
一
）
か
ら
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）

ま
で
の
六
年
の
歲
⺼
を
か
け
て
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷
を
刊
行
し
た
。

そ
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
居
士
集
』
五
十
卷
、『
居
士
外
集
』
二
十
五
卷
、『
易

子
問
』
三
卷
、『
外

制
集
』
三
卷
、『
內
制
集
』
八
卷
、『
表
奏
書
諬
四
六
集
』
七
卷
、『
奏
議
集
』

歐
陽
脩
の
書
簡
九
十
六
篇
の
發
見
に
つ
い
て

�
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日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

一
一
四

と
も
朙
ら
か
と
な
る（

（
（

。

歐
陽
脩
が
沒
し
て
三
十
四
年
後
の
崇
寧
五
年
（
一
一
〇
六
）
に
作
成
さ
れ
た
蘇

轍
の
「
歐
陽
文
忠
公
神
衟
碑
」
に
お
い
て
は
、
歐
陽
脩
の
作
品
に
つ
い
て
「
凢
爲

易

子
問
三
卷
、
詩
本
義
十
四
卷
、
唐
本
紀
表
志
七
十
五
卷
、
五
代
史
七
十
四
卷
、

居
士
集
五
十
卷
、
外
集
若
干
卷
、
歸
榮
集
一
卷
、
外
制
集
三
卷
、
內
制
集
八
卷
、

奏
議
集
十
八
卷
、
四
六
集
七
卷
、
集
古
錄
跋
尾
十
卷
、
雜
著
述
十
九
卷
」
と
記
述

し
、
死
の
翌
年
の
「
行
狀
」
に
は
無
か
っ
た
『
外
集
』
が
若
干
卷
存
在
し
て
い
る

の
が
わ
か
る
。

こ
の
『
外
集
』
に
關
連
し
て
、
李
之
儀
が
「
歐
陽
文
忠
公
別
集
後
序
」
に
お
い

て
、「
汝
陰
王
樂
衟
與
其
子
性
之
…
…
…
得
公
家
集
所
不
載
者
、
集
爲
二
十
卷
。

余
幸
得
而

之
。
…
…
…
政
和
四
年
三
⺼
十
三
日
、
趙
郡
李
之
儀
書
」
と
記
述
す

る
の
は
㊟
目
さ
れ
る
。こ
の「
歐
陽
文
忠
公
別
集
後
序
」に
お
け
る
歐
陽
文
忠
公（
歐

陽
脩
）
の
別
集
と
は
『
外
集
』
の
こ
と
で（

（
（

、
こ
こ
で
は
『
外
集
』（
別
集
）
が
二
十

卷
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
文
末
に
年
⺼
日
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
政
和
四
年
（
一
一
一
四
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
吳

の
「
行
狀
」
が
作
成
さ
れ
た
熙
寧
六
年
當
時
は
「
其
遺
逸
不
錄
者
、
尙
數
百
篇
」

の
作
品
が
「
別
爲
編
集
而
未
及
成
」
と
い
う
狀
態
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
約
四
十
年

後
の
政
和
四
年
頃
に
は
そ
れ
ら
の
作
品
が
集
め
ら
れ
て
す
で
に
二
十
卷
に
編
集
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
歐
陽
脩
の
死
の
翌
年
の
「
行
狀
」
に
は
存
在
し
て

い
な
か
っ
た
『
居
士
外
集
』
二
十
五
卷
、『
書
簡
』
十
卷
の
う
ち
、『
居
士
外
集
』

は
周
必
大
ら
の
全
集
編
纂
以
歬
に
二
十
卷
と
し
て
す
で
に
編
集
さ
れ
て
お
り
、
周

必
大
ら
は
そ
れ
を
取
り
込
ん
で
全
集
を
編
纂
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、

『
書
簡
』
十
卷

分
は
、
歐
陽
脩
が
沒
し
た
翌
年
の
吳

の
「
行
狀
」
や
、
そ
の

三
十
四
年
後
の
蘇
轍
「
歐
陽
文
忠
公
神
衟
碑
」、更
に
は
淳
熙
十
一
年
（
一
一
八
四
）

十
八
卷
、
＊
『
雜
著
述
』
十
九
卷
、『
集
古
錄
跋
尾
』
十
卷
、『
書
簡
』
十
卷
。

（�

＊『
雜
著
述
』十
九
卷
の
內
譯
は
、『
河
東
奉
使
奏
草
』二
卷
、『
河
北
奉
使
奏
草
』二
卷
、

『
奏
事
錄
』
一
卷
、『
濮
議
』
四
卷
、『
崇
文
總
目
敍
釋
』
一
卷
、『
于
役
志
』
一
卷
、『
歸

田
錄
』
二
卷
、『
詩
話
』
一
卷
、『
筆
說
』
一
卷
、『
試
筆
』
一
卷
、『
近
體
樂
府
』
三
卷
）。

こ
れ
を
、
歐
陽
脩
の
死
の
翌
年
、
熙
寧
六
年
（
一
〇
七
三
）
に
吳

に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
た
「
行
狀
」
の
次
の
記
述
と
比
較
し
た
い
。

嘗
著
易

子
問
三
卷
、
詩
本
義
十
四
卷
、
居
士
集
五
十
卷
、
歸
榮
集
一
卷
、

外
制
集
三
卷
、
內
制
集
八
卷
、
奏
議
集
十
八
卷
、
四
六
集
七
卷
、
集
古
錄
跋

尾
十
卷
、雜
著
述
十
九
卷
。
諸
子
集
以
爲
家
書
總
目
八
卷
。
其
遺
逸
不
錄
者
、

尙
數
百
篇
、
別
爲
編
集
而
未
及
成
。

嘗
て
易

子
問
三
卷
、
詩
本
義
十
四
卷
、
居
士
集
五
十
卷
、
歸
榮
集
一
卷
、

外
制
集
三
卷
、
內
制
集
八
卷
、
奏
議
集
十
八
卷
、
四
六
集
七
卷
、
集
古
錄
跋

尾
十
卷
、
雜
著
述
十
九
卷
を
著
は
す
。
諸
子
集
め
て
以
て
家
書
總
目
八
卷
を

爲
る
。
其
の
遺
逸
し
て
錄
せ
ざ
る
者
、
尙
ほ
數
百
篇
は
、
別
に
編
集
を
爲
さ

ん
と
し
て
未
だ
成
る
に
及
ば
ず
。

『
詩
本
義
』
は
全
集
と
別
に
刊
行
さ
れ
る
の
で
そ
れ
を
除
け
ば
、
周
必
大
編
纂

の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷
の
構
成
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
全
集
の
編

纂
に
當
た
っ
て
、周
必
大
は
「
行
狀
」
に
見
ら
れ
た
『
易

子
問
』
や
『
居
士
集
』

な
ど
の
ま
と
ま
り
を
變
更
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
た
だ
し
、「
行
狀
」
で
は
周
必
大
ら
が
編
纂
し
た
全
集
に
見
ら
れ
る
『
居

士
外
集
』
二
十
五
卷
、『
書
簡
』
十
卷
が
ま
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ



歐
陽
脩
の
書
簡
九
十
六
篇
の
發
見
に
つ
い
て

一
一
五

る
。
一
方
、『
書
簡
』
十
卷

分
に
つ
い
て
は
、
周
必
大
ら
が
整
理
し
て
初
め
て

十
卷
の
形
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、『
書
簡
』

分
は
ま
だ
不
十
分
な

段
階
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
收
錄
漏
れ
し
た
作
品
も
多
々
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

�

三
、
週
必
大
原

本
『
歐
陽

忠

集
』
と
『
書
簡
』

　
　

收
錄
作
品
數

周
必
大
ら
が
編
纂
し
た
原

の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
は
、
そ
の
後
南
宋
時
代
に

ど
の
よ
う
に
刊
行
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
現

在
、
周
必
大
原

の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
と
し
て
、
目
錄
や
圖
錄
等
に
記
述
さ
れ

て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
中
國
の
國
家
圖
書
館
所
藏
本
（
以
下
、
國
圖
本
と
稱
す
）、

宮
內
廳
書
陵

所
藏
本
（
以
下
、
宮
內
廳
本
と
稱
す
）
と
天
理
大
學
附
屬
天
理
圖
書

館
所
藏
本
（
以
下
、
天
理
本
と
稱
す
）
が
あ
る
。
中
國
の
國
家
圖
書
館
所
藏
本
に
つ

い
て
、『
北
京
圖
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
に
よ
る
と（

（
（

、
周
必
大
原

本
と
し
て
は

次
の
3
本
が
揭
載
さ
れ
て
い
る
（
便
宜
上
、
①
〜
③
ま
で
番
號
を
附
し
た
）。

①　

�

歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
卷　

宋
歐
陽
脩
撰　

附
錄
五
卷　

宋
慶

元
二
年
周
必
大

本
〔
卷
三
至
六
、三
十
八
至
四
十
四
、六
十
一
至

六
十
三
、九
十
五
、一
百
三
十
四
至
一
百
四
十
三
配
朙
抄
本
〕　

四
十
六
册

②　

�

歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
卷　

宋
歐
陽
脩
撰　

宋
慶
元
二
年
周
必

大

本
〔
卷
六
十
二
至
六
十
五
配
抄
本
〕
十
六
册　

存
四
十
卷　

四
至

七　

五
十
五
至
六
十
七　

七
十
二
至
七
十
三　

八
十
七
至
八
十
九　

一
百
十
二
至
一
百
十
七　

一
百
二
十
至
一
百
二
十
四　

一
百
四
十
六　

一
百
四
十
八

一
百
四
十
九
至
一
百
五
十
三

③　

�
歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
卷　

宋
歐
陽
脩
撰　

宋
慶
元
二
年
周
必
大

頃
に
は
刊
行
さ
れ
て
い
た
晁
公
武
『
郡
齋
讀
書
志
』
や
南
宋
中
後
朞
の
陳
振
孫

『
直
齋
書
錄
解
題（

（
（

』
等
の
目
錄
、『
宋
史
』
藝
文
志
等
に
お
い
て
も
、
全
く
そ
の

存
在
を
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
周
必
大
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』

百
五
十
三
卷
に
含
ま
れ
る
『
書
簡
』
十
卷

分
は
、
周
必
大
ら
が
全
集
の
作
成
に

當
た
っ
て
、
歐
陽
脩
の
書
簡
を
整
理
し
た
上
で
編
纂
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る（

（
（

。
こ
れ
に
關
連
し
て
『
書
簡
』
卷
十
の
最
後
に
あ
る
周
必
大
ら
の
次
の

校
勘
に
㊟
目
し
た
い
。

雖
竝
㊟
歲
⺼
、
而
先
後
閒
㊒
差
互
。
既
已
誤
刊
、
重
於
改
易
、
姑
附
㊟
其
下
。

不
可
知
則
闕
之
。

竝
び
に
歲
⺼
を
㊟
す
と
雖
も
、
先
後
に
閒ま

ま
差
互
㊒
り
。
既す

已で

に
誤
ま
り
て

刊
し
、
改
易
を
重は
ば

か
り
、
姑
く
其
の
下
に
附
㊟
す
。

た
知
る
べ
か
ら
ざ
る

は
則
ち
之
れ
を
闕
す
。

こ
れ
は
『
書
簡
』
十
卷

分
の
編
纂
を
振
り
﨤
っ
て
記
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
こ
か
ら
『
書
簡
』
分
に
お
い
て
歲
⺼
を
附
し
た
が
誤
ま
り
が
出
て
き
た
た
め
、

と
り
あ
え
ず
そ
の

分
に
㊟
を
つ
け
た
こ
と
や
、
わ
か
ら
な
い
所
は
空
欄
に
し
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
記
述
は
、『
書
簡
』
十
卷

分
に
つ
い
て
、
周

必
大
ら
の
編
纂
も
ま
だ
不
十
分
な
段
階
に
あ
っ
た
こ
と
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷
の
う
ち
、『
書
簡
』
十
卷
を
除
く
殘
り
の

分

は
、
周
必
大
ら
が
歐
陽
脩
の
全
集
編
纂
を
開
始
す
る
歬
に
す
で
に
何
ら
か
の
形
で

存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
基
に
周
必
大
ら
は
全
集
を
編
纂
し
た
こ
と
に
な
り
、

從
っ
て
こ
れ
ら
の

分
に
は
詳
細
な
校
勘
を
施
す
餘
裕
が
十
分
に
あ
っ
た
と
言
え



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

一
一
六

澤
文
庫
の
所
藏
で
、
そ
の
後
京
都
堀
川
の
伊
藤
家
を
經
て
、
天
理
圖
書
館
に
所
藏

さ
れ
た
。
こ
の
天
理
本
に
つ
い
て
、
文
化
廳
監
修
『
國
寶
』
の
中
で
は
、
慶
元
二

年
刊
行
の
周
必
大
原

本
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
述
す
る（

（
（

。

本
書
は
そ
の
宋
刊
本
で
、
本
文
百
五
十
三
卷
、
付
錄
五
卷
を
三
十
九
册
に
收

め
る
が
、
…
…
…
そ
の
版

は
慶
元
二
年
で
、
本
書
も
お
そ
ら
く
當
時
の
印

行
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
三
本
の

工
を
調
査
す
る
と
、
た
と
え
ば
三
本
と
も
現
存
し
て
い
る
箇

所
で
あ
る『
歐
陽
文
忠
公
集
』卷
八
十
八（『
內
制
集
』卷
七
）は
表
1
の
よ
う
に
な
る
。

（
表
1
） （

葉
）
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

國
圖
本

懋

懋

銑

銑

武

武

臻

臻

通

通

俊

俊

文

文
吳
仲

吳

宮
內
廳
本

懋

懋

銑

銑

武

武

臻

臻

通

通

俊

俊

文

文
吳
仲

吳

天
理
本

全
元
全
元
全
元
全
元
全
元
全
元
全
元
全
元
全
元
全
元
全
元
全
元
全
元
全
元
全
元
全
元

 

國
圖
本
と
宮
內
廳
本
は

工
が
全
く
同
一
で
あ
る
の
に
對
し
て
、
國
圖
本
・
宮

內
廳
本
と
天
理
本
と
は
全
く
違
う
こ
と
が
朙
ら
か
と
な
る
。
つ
ま
り
、
國
圖
本
と

宮
內
廳
本
は
同
一
の
版
本
で
あ
る
が
、
國
圖
本
・
宮
內
廳
本
と
天
理
本
は

工
が

違
う
の
で

な
る
版
本
だ
と
言
え
る
。
歬
揭
の
目
錄
等
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
周
必
大
原

の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
國
圖
本
・

宮
內
廳
本
と
天
理
本
は

工
が
違
う
の
で
、
こ
れ
ら
は
別
の
時
朞
に
刊
行
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
朙
ら
か
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
國
圖
本
・
宮
內
廳
本
と
天
理
本
の
ど

ち
ら
か
が
周
必
大
の
原

本
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
原

本
は
別
に
あ
っ
て
三

本　

三
册　

存
五
卷　

五
十
二
至
五
十
四　

九
十
六　

一
百
十
九　

こ
れ
ら
の
三
本
は
い
ず
れ
も
同
一
の
版
本
で
、
②
が
四
十
卷
、
③
は
五
卷
し
か

存
在
し
て
い
な
い
の
に
對
し
て
、
①
は
百
五
十
三
卷
の
う
ち
二
十
五
卷

分
が
缺

卷
で
あ
る
が
、
殘
り
は
ほ
ぼ
完
全
な
形
な
の
で
、
今
日
、
國
家
圖
書
館
を
代
表
す

る
善
本
と
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
本
稿
で
は
こ
の
本
を
直

の
考
察
對
象
と
す
る
）。

宮
內
廳
本
は
、
現
存
し
て
い
る
の
が
卷
二
十
四
〜
卷
二
十
九
、
卷
三
十
五
〜

卷
四
十
五
、
卷
七
十
六
〜
卷
八
十
九
、
卷
九
十
三
〜
卷
百
十
、
卷
百
十
六
〜
卷

百
二
十
五
、
卷
百
三
十
二
〜
卷
百
三
十
三
、
卷
百
四
十
七
、
卷
百
四
十
九
〜
卷

百
五
十
三
の
合
計
六
十
七
卷
で
あ
り
、『
圖
書
寮
典
籍
解
題　

漢
籍
篇
』
の
中

で（
（
（

、
陳
振
孫
の
書
錄
解
題
に
、
六
一
居
士
集
一
百
五
十
二マ
マ

卷
を
著
錄
し
、

周
益
公
解
相
印
歸
、
用
諸
本
編
校
、
定
爲
此
本
、
且
爲
之
年
譜
。
自
居

士
集
、
外
集
而
下
、
至
於
書
簡
集
、
凢
十
、
各
刊
之
家
塾
。

と
記
す
も
の
は
、

ち
本
書
で
あ
る
。

と
記
載
さ
れ
、
宮
內
廳
本
は
周
必
大
が
官

を
辭
し
た
後
に
編
纂
し
た
も
の
、
つ

ま
り
周
必
大
原

本
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

天
理
本
は
、『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷
の
う
ち
、
卷
三
十
五
〜
卷
四
十

第
一
葉
、
卷
七
十
三
第
十
八
葉
〜
卷
八
十
五
、
卷
九
十
三
第
一
葉
〜
第
五
葉
、
卷

九
十
四
第
二
十
六
葉
〜
第
二
十
九
葉
、卷
百
四
十
第
一
葉
〜
第
十
六
葉
が
缺
本
で
、

こ
れ
ら
の

分
は
後
人
に
よ
り
補
わ
れ
て
い
る
。
百
五
十
三
卷
の
う
ち
、
後
人
の

補
寫
は
僅
か
二
十
二
卷

分
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
南
宋
刊
本
が
ほ
ぼ
原
形
を
留
め

て
い
る
と
言
っ
て
よ
く
、
一
九
五
二
年
に
國
寶
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
も
と
は
金



歐
陽
脩
の
書
簡
九
十
六
篇
の
發
見
に
つ
い
て

一
一
七

范
文
正
公
神
衟
碑
、
自
公
坐
呂
公
貶
、
羣
士
大
夫
各
持
二
公
曲
直
。
呂
公
患

之
、
凢
直
公
者
、
皆
指
爲
黨
、
或
坐
竄
逐
。
及
呂
公
復
相
、
公
亦
再
起
被
用
。

於
是
二
公

然
相
約
、
戮
力
平
賊
。
天
下
之
士
皆
以
此
多
二
公
。
然
朋
黨
之

論
遂
起
、
而
不
能
止
。

范
文
正
公
神
衟
碑
に
、
公
の
呂
公
に
坐
し
て
貶
せ
ら
れ
し
よ
り
、
羣
士
大
夫

は
各お
の

々お
の

二
公
の
曲
直
を
持
す
。
呂
公
之
れ
を
患
へ
、凢
そ
公
を
直
と
す
る
者
、

皆
指
し
て
黨
と
爲
し
、
或
ひ
は
坐
し
て
竄
逐
せ
ら
る
。
呂
公
相
に
復
す
る
に

及
び
て
、
公
も
亦
た
再
び
起
ち
て
用
ひ
ら
る
。
是
に
於
て
二
公

然
と
し
て

相
約
し
、
力
を
戮
せ
て
賊
を
平
ら
ぐ
。
天
下
の
士
は
皆
此
を
以
て
二
公
を
多

と
す
。
然
れ
ど
も
朋
黨
の
論
遂
に
起
こ
り
て
、
止
む
る
こ
と
能
は
ず
と
。

「
范
文
正
公
神
衟
碑
」
と
い
う
記
述
か
ら
始
ま
る
こ
と
で
朙
ら
か
な
よ
う
に
「
自

公
坐
呂
公
貶
〜
而
不
能
止
」
は
、「
㊮
政
殿
學
士
戶

侍
郞
文
正
范
公
神
衟
碑
銘
」

の
本
文
の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
後
に
續
け
て
「
按
司
馬
文
正
公
記
聞
、
景
祐
中
、

呂
許
公
執
政
。
范
文
正
公
知
開
封
、
屢
攻
呂
短
、
坐
落

知
饒
州
。
…
…
…

蘇

文
定
公
龍
川
志
、
范
文
正
自
饒
州
還
朝
…
…
…

邵
氏
聞
見
錄
、
當
時
、
文
正
子

堯
夫
不
以
爲
然
…
…
…
陳
無
己
談
叢
敍
二
公
曲
折
、
未
必
盡
然
…
…
…
無
己
謂
歸

重
而
自
訟
、
過
矣
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
は
歐
陽
脩
の
作
成
し
た
「
㊮
政

殿
學
士
戶

侍
郞
文
正
范
公
神
衟
碑
銘
」
に
お
い
て
「
范
仲
淹
が
呂
夷
簡
に
よ
っ

て
左
遷
さ
れ
た
後
、
再
度
擧
用
さ
れ
た
際
に
今
度
は
呂
夷
簡
と
協
力
し
て
賊
を
平

定
し
た
」
と
い
う
記
述
に
對
し
て
、
范
仲
淹
の
息
子
・
范
純
仁
（
堯
夫
）
が
納
得

せ
ず
に
歐
陽
脩
の
神
衟
碑
の
文
字
を
勝
手
に
改
め
た
等
の
後
日
談
に
關
連
す
る
こ

と
を
、『
涑
水
記
聞
』、『
龍
川
別
志
』、『
邵
氏
聞
見
錄
』、『
後
山
談
叢
』
の
記
事

を
引
用
す
る
形
で
述
べ
て
い
る
。

本
と
も
原

本
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
拙
稿
に

お
い
て
、
周
必
大
原

本
は
中
國
の
國
家
圖
書
館
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
鄧
邦
述
跋

本
で
あ
り
、
國
圖
本
・
宮
內
廳
本
と
天
理
本
は
實
は
原

本
で
は
な
く
、
原

本

に
基
づ
い
て
、
後
に
編
纂
さ
れ
た
南
宋
本
で
あ
る
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
た（

（（
（

。
鄧
邦

述
跋
本
が
周
必
大
の
原

本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
居
士
集
』
卷

二
十
（『
歐
陽
文
忠
公
集
』
卷
二
十
）
に
着
目
す
る
と
朙
ら
か
に
な
る
。
卷
二
十
に

收
錄
さ
れ
て
い
る
最
後
の
作
品
は「
㊮
政
殿
學
士
戶

侍
郞
文
正
范
公
神
衟
碑
銘
」

で
あ
り
、
そ
の
作
品
の
後
に
一
行
空
け
て
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

居
士
集
卷
第
二
十

　
　

熙
寧
五
年
秋
七
⺼
男
發
等
編
定

　
　
　

紹
熙
二
年
三
⺼
郡
人
孫
謙
益
校
正

「
熙
寧
五
年
秋
七
⺼
男
發
等
編
定
」
と
は
、
歐
陽
脩
が
熙
寧
五
年
（
一
〇
七
二
）

𨳝
七
⺼
に
亡
く
な
る
直
歬
に
息
子
の
發
ら
が
『
居
士
集
』
五
十
卷
を
編
定
し
た
こ

と
で
、
こ
の
記
述
は
『
居
士
集
』
五
十
卷
の
各
卷
末
に
存
在
す
る
。
そ
の
次
に
あ

る
「
紹
熙
二
年
三
⺼
郡
人
孫
謙
益
校
正
」
と
は
、周
必
大
ら
が
『
歐
陽
文
忠
公
集
』

を
編
纂
し
た
際
の
紹
熙
二
年
（
一
一
九
一
）
に
、
編
定
校
正
者
の
一
人
で
あ
る
孫

謙
益
が
『
居
士
集
』
卷
二
十
を
校
正
し
た
こ
と
を
指
す
。
こ
の
記
述
も
『
居
士
集
』

各
卷
末
に
あ
る
。
つ
ま
り
『
居
士
集
』
五
十
卷

分
は
、
周
必
大
が
『
歐
陽
文
忠

公
集
』
の
編
纂
を
し
た
際
に
、
編
定
校
正
者
の
一
人
で
あ
る
孫
謙
益
が
校
正
を
擔

當
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
鄧
邦
述
跋
本
は
、
こ
れ
ら
の
記
載
の
後
は
何

も
記
述
が
無
く
空
欄
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
國
圖
本
、
天
理
本
で
は
「
紹
熙

二
年
三
⺼
郡
人
孫
謙
益
校
正
」
の
次
の
行
か
ら
以
下
の
記
述
が
始
ま
る
こ
と
に
㊟

意
し
た
い
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

一
一
八

十
卷
中
四
卷
が
缺
卷
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
宮
內
廳
本
は
國
圖
本
と
同
一
の
版
本
な
の
で
、

以
下
國
圖
本
の
み
を
調
査
對
象
と
し
た
）

（
表
2
）�『
書
簡
』
卷
一
〜
十（『
歐
陽

忠
公
集
』
卷
百
四
十
四
〜
卷
百
五
十
三
）

　
　
　
　
收
錄
書
簡
數

周
必
大
原

本

國
圖
本

天
理
本

書
簡
卷
一

51

51
＋
0

51
＋
0
＋
0

書
簡
卷
二

56

56
＋
5

56
＋
5
＋
39

書
簡
卷
三

48

48
＋
0

48
＋
0
＋
2

書
簡
卷
四

41

41
＋
1

41
＋
1
＋
0

書
簡
卷
五

61

61
＋
1

61
＋
1
＋
14

書
簡
卷
六

46

46
＋
0

46
＋
0
＋
1

書
簡
卷
七

45

45
＋
2

45
＋
2
＋
2

書
簡
卷
八

34

34
＋
6

34
＋
6
＋
12

書
簡
卷
九

49

49
＋
4

49
＋
4
＋
22

書
簡
卷
十

22

22
＋
0

22
＋
0
＋
4

こ
の
表
に
お
い
て
、
國
圖
本
、
天
理
本
に
＋
（
プ
ラ
ス
）
で
付
け
加
え
た
數
字

が
、
原

本
が
編
纂
さ
れ
た
後
に
付
加
さ
れ
た
書
簡
數
で
あ
る
。
國
圖
本
、
天
理

本
は
、
歬
述
し
た
如
く
周
必
大
原

本
が
編
纂
さ
れ
た
後
に
刊
行
さ
れ
た
南
宋
本

で
あ
り
、
こ
の
表
で
は
た
と
え
ば
『
書
簡
』
卷
二
に
お
い
て
、
原

本
に
五
十
六

篇
が
收
錄
さ
れ
て
お
り
、
國
圖
本
で
は
そ
の
刊
行
時
に
五
篇
が
付
け
加
え
ら
れ
、

天
理
本
で
は
五
篇
が
付
け
加
え
ら
れ
た
國
圖
本
に
、
更
に
三
十
九
篇
が
追
加
さ
れ

て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
表
か
ら
、『
書
簡
』
卷
一
〜
十

分

に
お
い
て
、
國
圖
本
は
原

本
に
十
九
篇
が
付
け
加
え
ら
れ
て
お
り
、
天
理
本
は

こ
の
「
范
文
正
公
神
衟
碑
〜
無
己
謂
歸
重
而
自
訟
、
過
矣
」
の

分
は
、
周
必

大
ら
の
全
集
編
纂
と
關
連
さ
せ
る
と
些
か
疑
問
が
生
じ
る
。
ま
ず
、「
紹
熙
二
年

三
⺼
郡
人
孫
謙
益
校
正
」
と
記
載
し
た
後
に
續
く
こ
の

分
、
誰
が
記
述
し
た
の

か
は
一
切
不
朙
で
あ
る
。
更
に
、
全
集
編
纂
時
に
付
加
さ
れ
た
と
す
れ
ば
「
㊮
政

殿
學
士
戶

侍
郞
文
正
范
公
神
衟
碑
銘
」
の
本
文
は
す
で
に
直
歬
に
收
錄
濟
み
で

あ
る
の
で
、
再
び
「
范
文
正
公
神
衟
碑
」
と
し
て
本
文
と
同
じ
記
述
を
記
載
し
た

上
で
、
そ
の
後
日
談
の
記
事
を
書
き
加
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
言
い
換
え

れ
ば
、「
范
文
正
公
神
衟
碑
」
と
し
て
本
文
を
引
用
し
、
そ
れ
に
關
す
る
後
日
談

を
記
載
す
る
形
式
は
、
こ
れ
だ
け
で
一
つ
の
完
結
し
た
內
容
及
び
形
式
に
な
っ
て

お
り
、
全
集
編
纂
時
に
お
け
る
本
文
の
文
字
の
校
正
等
と
は
關
係
の
な
い
記
述
と

言
え
る
の
で
、
周
必
大
ら
が
全
集
編
纂
の
際
に
わ
ざ
わ
ざ
書
き
加
え
た
と
は
考
え

に
く
い
。
こ
の

分
は
周
必
大
の
原

本
が
刊
行
さ
れ
た
後
に
、
付
加
さ
れ
た
記

述
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
周
必
大
ら
の
原

本
の
記
載

は
、「
居
士
集
卷
第
二
十　

熙
寧
五
年
秋
七
⺼
男
發
等
編
定　

紹
熙
二
年
三
⺼
郡

人
孫
謙
益
校
正
」
ま
で
で
あ
り
、
國
圖
本
や
天
理
本
に
見
ら
れ
る
そ
の
後
に
續
く

箇
所
は
、
後
で
刊
行
さ
れ
た
際
に
付
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
『
書
簡
』
十
卷

分
に
視
點
を
移
す
と
、
各
卷
末
に
「
書
簡
卷

第
○
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
歬
述
し
た
『
居
士
集
』
卷
二
十
と
同
じ
く
、
こ
こ

ま
で
が
原

本
の
記
述
だ
と
思
わ
れ
る
が
、『
書
簡
』

分
は
、「
書
簡
卷
第
○
」

と
い
う
記
述
の
後
に
本
文
の
作
品
に
つ
い
て
の
校
勘
が
つ
く
と
い
う
形
式
を
と
っ

て
お
り
、
嚴
密
に
言
え
ば
そ
の
校
勘
ま
で
が
原

本
の
記
述
と
な
る
。
と
す
れ
ば

「
書
簡
卷
第
○
」
と
い
う
記
述
と
本
文
作
品
の
校
勘
の
後
に
續
く
箇
所
が
、
後
か

ら
編
纂
さ
れ
た
際
に
付
け
加
え
ら
れ
た

分
だ
と
言
え
る
。『
書
簡
』
十
卷

分

に
收
錄
さ
れ
て
い
る
作
品
數
に
つ
い
て
、
周
必
大
原

本
、
國
圖
本
、
天
理
本
に

つ
い
て
ま
と
め
た
の
が
、
次
の
表
2
で
あ
る
（『
書
簡
』

分
に
つ
い
て
宮
內
廳
本
は



歐
陽
脩
の
書
簡
九
十
六
篇
の
發
見
に
つ
い
て

一
一
九

東
宮
殿
下
監
國
の
暇
に
、
心
を
經
史
に
究
め
て
凢
そ
歷
代
名
臣
の
奏
疏
悉
く

取
り
て
覽
閱
し
、
尤
も
文
忠
の
議
論
切
直
に
し
て
、
文

淳
雅
な
る
を
愛
し
、

遂
に
之
れ
を
板
に

す
る
を
命
じ
て
成
れ
り
。

朙
の
第
四
代
仁
宗
皇
帝
が
ま
だ
東
宮
で
あ
っ
た
時
の
こ
と
、
彼
は
歐
陽
脩
の
議

論
の
切
直
さ
や
文

の
淳
雅
さ
を
愛
し
て
い
た
の
で
、
全
集
を

板
さ
せ
た
の
で

あ
っ
た
。
更
に
、
朙
・
李
紹
の
「
重
刊
蘇
文
忠
公
全
集
序
」
に
お
い
て
は
、

歐
陽
文
惟
歐
所
自
選
居
士
集
、
大
蘇
文
惟
呂
東
萊
所
編
文
選
、
與
歬
數
家
竝

行
。
然
僅
十
中
之
一
二
、
求
其
全
集
、
則
宋
時

本
雖
存
、
而
藏
於
內
閣
。

仁
廟
亦
嘗
命
工
飜

、
而
歐
集
止
以
賜
二
三
大
臣
、
…
…
…

歐
陽
の
文
は
惟
だ
歐
自
ら
選
す
る
居
士
集
の
み
、
大
蘇
の
文
は
惟
だ
呂
東
萊

編
す
る
所
の
文
選
の
み
、
歬
の
數
家
と
竝
び
行
は
る
。
然
れ
ど
も
僅
か
に
十

中
の
一
二
に
し
て
、
其
の
全
集
を
求
む
る
に
、
則
ち
宋
時
の

本
存
す
と
雖

も
、
內
閣
に
藏
せ
ら
る
る
。
仁
廟
も
亦
た
嘗
て
工
に
命
じ
て
飜

せ
し
む
る

も
、
歐
集
は
止
だ
以
て
二
三
の
大
臣
に
賜
る
の
み
、
…
…
…　

と
記
述
し
、
仁
宗
が
編
纂
さ
せ
た
內
府
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
は
、
朙
の
內
閣
に

所
藏
さ
れ
て
い
た
「
宋
時

本
」
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
朙
代
內
府
本

は
今
日
に
傳
わ
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
を
繼
承
す
る
弘
治
五
年
（
一
四
九
二
）
重

修
本
（
静
嘉
堂
文
庫
所
藏
本
）
を
調
べ
る
と
、
南
宋
本
は
「
半
葉
十
行
、
十
六
字
」

で
あ
る
の
に
對
し
て
、
弘
治
重
修
本
は
「
半
葉
十
行
、
二
十
字
」
と
な
っ
て
お
り
、

朙
代
內
府
本
作
成
の
際
に
、
南
宋
本
を
整
理
し
直
し
て
編
纂
し
て
い
る
の
が
朙
ら

か
と
な
る
。
朙
代
內
府
本
を
繼
承
す
る
弘
治
重
修
本
は
、
後
か
ら
付
け
加
え
ら
れ

そ
の
國
圖
本
に
九
十
六
篇
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る（
（（
（

。

既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、周
必
大
ら
が
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
を
刊
行
し
た
際
、『
書

簡
』
十
卷

分
は
ま
だ
不
十
分
な
段
階
に
あ
り
、
收
錄
漏
れ
作
品
も
多
々
あ
っ
た

の
で
、
後
に
刊
行
す
る
際
に
は
こ
の
よ
う
に
收
錄
漏
れ
し
た
作
品
が
付
加
さ
れ
た

と
言
え
よ
う
。

四　

明
代
內
府
本
『
歐
陽

忠

集
』
の
編
纂

今
日
に
傳
わ
る
歐
陽
脩
の
書
簡
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、
南
宋
本
『
歐
陽
文

忠
公
集
』
が
以
後
ど
の
よ
う
に

傳
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
て

お
き
た
い
。
南
宋
以
後
に
つ
い
て
は
、
元
代
に
四

叢
刊
所
收
の
『
歐
陽
文
忠
公

集
』
が
刊
行
さ
れ
た
と
こ
れ
ま
で
思
わ
れ
て
き
た
。
四

叢
刊
本
は
、
そ
の
封
面

に
「
上
海
涵
芬
樓
景
印
元
刊
本
」
と
記
載
が
あ
る
の
で
、
元
刊
本
だ
と
認

さ
れ

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
森
山
秀
二
氏
に
よ
り
、
元
代
に
は
『
歐

陽
文
忠
公
集
』
は
編
纂
さ
れ
て
お
ら
ず
、
四

叢
刊
本
は
朙
代
の
內
府
本
に
基
づ

く
こ
と
が
證
朙
さ
れ
た（
（（
（

。
そ
し
て
、歐
陽
脩
の
書
簡
の

傳
を
考
え
る
た
め
に
は
、

實
は
こ
の
朙
代
內
府
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
編
纂
が
重
要
な
鍵
と
な
る
。

朙
の
楊
士
奇
は
「
恭
題
賜
本
歐
陽
文
忠
公
集
後
」
に
お
い
て
、
內
府
本
の
編
纂

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
載
す
る
。

歐
陽
文
忠
公
集
在
宋
㊒
數
本
。
惟
周
益
公
家
所
編

者
最
精
備
。
此
本
近
年

新

於
春
坊
。
時
東
宮
殿
下
監
國
之
暇
、
究
心
經
史
而
凢
歷
代
名
臣
奏
疏
悉

取
覽
閱
、
尤
愛
文
忠
議
論
切
直
、
文

淳
雅
、
遂
命

之
板
成
。

歐
陽
文
忠
公
集
は
宋
に
在
り
て
數
本
㊒
り
。
惟
だ
周
益
公
の
家
に
編

す
る

所
の
者
の
み
最
も
精
備
た
り
。
此
の
本
近
年
新
た
に
春
坊
に

さ
る
。
時
に



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

一
二
〇

た
書
簡
が
本
編
の
書
簡

分
に
、
後
か
ら
付
け
加
え
ら
れ
た
校
勘
が
本
編
の
校
勘

分
に
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
收
錄
さ
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
南
宋

本
の
「
書
簡
本
文
、〈
書
簡
卷
第
○
〉
と
い
う
記
載
、
校
勘
（
こ
こ
ま
で
が
原

本
）、

後
か
ら
付
加
さ
れ
た
書
簡
、
校
勘
」
と
い
う
形
式
が
、「
書
簡
本
文
、〈
書
簡
卷
第

○
〉
と
い
う
記
載
、
校
勘
」
と
い
う
形
式
に
編
纂
し
直
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、

朙
代
內
府
本
編
纂
時
に
本
編
に
取
り
込
ま
れ
た
、
後
か
ら
付
け
加
え
ら
れ
て
い
た

書
簡
に
着
目
す
る
と
、
內
府
本
は
國
圖
本
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
內
府
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
は
、
歬

で
見
た
表
2
の
國
圖
本

に
後
か
ら
付
け
加
え
ら
れ
て
い
た
十
九
篇
の
書
簡
が
本
編
に
插
入
さ
れ
て
、
そ
の

後
に
校
勘
が
竝
ぶ
と
い
う
形
式
に
整
理
し
直
さ
れ
て
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
歬
揭
し

た
李
紹
の
「
重
刊
蘇
文
忠
公
全
集
序
」
に
言
う
、
朙
代
の
內
府
に
所
藏
さ
れ
て
い

た
「
宋
時

本
」
と
は
、
ま
さ
し
く
國
圖
本
だ
っ
た
こ
と
が
朙
ら
か
と
な
る
。
そ

れ
を
踏
ま
え
て
朙
代
內
府
本
以
降
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
系

圖
を
作
成
す
る

と
下
圖
の
よ
う
に
な
る
。

森
山
氏
は
歬
揭
の
論
文
の
中
で（
（（
（

、
四

叢
刊
本
は
朙
代
內
府
本
に
基
づ
い
て
い

る
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
、更
に
「
吉
安
で
程
宗

本
以
降
繰
り
﨤
さ
れ
た
五

は
、

基
本
的
に
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
を
忠
實
に
繼
承
し
、
訂
修
、
重
修
す
る
も
の
で
あ

っ
た
」
と
記
述
す
る
。
ま
た
、
王
嵐
『
宋
人
文
集
編

傳
叢
考
』
で
は
、
四

備
要
本
は
乾
隆
五
十
七
年
の
惇
敍
堂
本
に
基
づ
い
て
お
り（

（（
（

、
そ
れ
ら
の
先
行
の
指

を
踏
ま
え
て
、
こ
の
朙
代
內
府
本
以
降
の
系

圖
を
作
成
し
た
。
こ
こ
か
ら
、

今
日
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
四
庫
全
書
、
四

叢
刊
、
四

備
要
等
に
そ
れ

ぞ
れ
收
錄
さ
れ
て
い
る
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
は
、
い
ず
れ
も
朙
代
內
府
本
を
藍
本

と
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

（
朙
代
內
府
本
以
降
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
系

圖
）

嘉
慶
24
年（
１
８
１
９
）

歐
陽
衡
本

乾
隆
46
年（
１
７
８
１
）

四
庫
全
書
本

民
國
・
四

叢
刊
本

民
國
・
四

備
要
本

五

（
國
圖
本
）

朙･

永
樂
18
年
（
１
４
２
０
）
內
府
本
（
佚
）

天
順
6
年
（
１
４
６
２
）
程
宗
本

弘
治
5
年
（
１
４
９
２
）
顧
福･

歐
陽
允
直
本

正
德
7
年
（
１
５
１
２
）
劉
喬
本

嘉
靖
16
年
（
１
５
３
７
）
季
本
本

嘉
靖
39
年
（
１
5
６
０
）
何
遷
本

乾
隆
57
年（
１
７
９
２
）

惇
敍
堂
本

乾
隆
11
年
（
１
７
４
６
）
歐
陽
安
世
孝
思
堂
本



歐
陽
脩
の
書
簡
九
十
六
篇
の
發
見
に
つ
い
て

一
二
一

當
時
は
今
回
發
見
し
た
九
十
六
篇
に
つ
い
て
も
、
中
國
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
朙
代
に
お
い
て
當
時
の
內
府
に
所
藏

さ
れ
て
い
た
「
宋
時

本
」
で
あ
る
國
圖
本
に
基
づ
い
て
、
後
の
仁
宗
と
な
る
朱

高

が
皇
太
子
の
時
に
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
を
編
纂
し
、
そ
れ
が
決
定
版
と
な
る

一
方
、
天
理
本
は
內
府
に
傳
わ
ら
な
か
っ
た
。
以
後
は
こ
の
朙
代
內
府
本
に
基
づ

き
編
纂
が
行
わ
れ
て
、
朙
・
淸
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
種
々
の『
歐
陽
文
忠
公
集
』

が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
鐮
倉
幕
府
が
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
を
購
入
で
き

た
南
宋
の
開
慶
元
年
（
一
二
五
九
）
頃
に
は
確
實
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
歐
陽
脩

の
書
簡
九
十
六
篇
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
以
後
今
日
に
至
る
ま
で
約
七
百
五
十
年

の
閒
、
中
國
に
お
い
て
は
そ
の
姿
を
完
全
に
消
し
て
し
ま
っ
た
と
言
え
る
。

一
方
、
日
本
に
傳
わ
っ
た
天
理
本
は
、
書
簡

分
の
各
卷
に
お
け
る
最
後
の
作

品
の
後
に
、
數
行
空
け
て
「
書
簡
卷
第
○
」
と
記
載
さ
れ
、
一
旦
そ
の
卷
が
そ
こ

で
幕
を
閉
じ
た
か
に
見
え
る
記
載
の
後
に
、
十
卷
中
六
卷
で
は
國
圖
本
に
揭
載
さ

れ
る
書
簡
が
付
け
加
え
ら
れ
、
更
に
十
卷
中
八
卷
に
お
い
て
は
何
の
區
分
も
な
く

（
國
圖
本
、
天
理
本
に
は
、
續
𣷹
、
あ
る
い
は

續
𣷹
と
い
う
記
述
が
あ
る
場
合
も
あ
る
）

引
き
續
き
書
簡
や
校
勘
が
だ
ら
だ
ら
と
付
け
加
え
ら
れ
る
と
い
う
構
成
を
と
り
、

國
圖
本
や
天
理
本
の
編
纂
過
程
の
理
解
や
、
國
圖
本
や
天
理
本
を
同
時
に
比
較
し

て
參
照
し
な
い
と
、
こ
れ
ら
の
書
簡
は
一
體
何
な
の
か
、
ど
れ
が
今
日
の
全
集
に

未
收
錄
の
書
簡
な
の
か
等
の
區
別
が
つ
け
に
く
い
。
そ
う
し
た
構
成
の
複
雜
さ
に

加
え
て
、
國
寶
に
指
定
さ
れ
容
易
に
見
る
こ
と
が
出
來
な
い
こ
と
も
相
俟
っ
て
、

今
日
ま
で
日
本
に
お
い
て
も
中
國
に
お
い
て
も
全
く
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
の
が
、
今
回
發
見
し
た
書
簡
九
十
六
篇
な
の
で
あ
る
。

六
、
書
簡
九
十
六
篇
の
考
察

今
回
發
見
し
た
書
簡
九
十
六
篇
に
つ
い
て
は
、
校
點
を
施
し
「
新
見
九
十
六
篇

五
、�

九
十
六
篇
の
書
簡
が
忘
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
理
由

歬

で
の
考
察
に
よ
っ
て
、
朙
代
內
府
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
は
南
宋
本
で
あ

る
國
圖
本
に
基
づ
き
編
纂
さ
れ
た
と
言
え
る
。
從
っ
て
、
國
圖
本
編
纂
時
に
付
け

加
え
ら
れ
た
書
簡
十
九
篇（
第
三

の
表
2
參
照
）は
、朙
代
內
府
本
に
引
き
繼
が
れ
、

整
理
し
直
さ
れ
て
本
編
に
插
入
さ
れ
今
日
に
傳
わ
っ
た
。
一
方
、
天
理
本
編
纂
時

に
付
け
加
え
ら
れ
た
書
簡
九
十
六
篇
（
第
三

の
表
2
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク

分
）
に

つ
い
て
は
、
天
理
本
が
朙
朝
の
內
府
に
傳
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
朙
代
內

府
本
に
引
き
繼
が
れ
る
こ
と
は
な
く
、
し
か
も
歬
揭
し
た
朙
代
內
府
本
以
降
の
系

圖
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
內
府
本
完
成
後
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
は
全
て
こ
の

內
府
本
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
た
め
、
九
十
六
篇
の
存
在
は
以
後
の
全
集
か
ら

完
全
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
天
理
本
は
幸
い
な
こ
と
に
日
本
に
傳
わ
っ
た
。
南
宋
末
、
當
時
の
鐮

倉
幕
府
が
金
澤
文
庫
の
設
立
に
際
し
て
、
南
宋
で
大
量
に
書
籍
を
購
入
し
た
。
そ

れ
は
、
南
宋
滅
亡
の
二
十
年
歬
の
一
二
五
九
年
頃
の
こ
と
で
あ
り
、
時
に
南
宋
理

宗
の
開
慶
元
年
頃
に
當
た
る
。
そ
の
中
に
、『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
八
卷
（
附

錄
五
卷
を
含
む
）
が
あ
っ
た（
（（
（

。
こ
れ
が
後
の
天
理
本
で
あ
る
。
中
國
に
お
い
て
、

後
に
天
理
本
と
な
る
南
宋
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
は
、
お
そ
ら
く
南
宋
末
の
戰
亂

等
に
よ
り
、
完
本
が
消
滅
し
て
し
ま
い
、
朙
代
の
內
府
に
傳
わ
ら
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る（
（（
（

。

一
方
、
日
本
に
將
來
さ
れ
金
澤
文
庫
に
收
藏
さ
れ
た
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
は
、

京
都
堀
川
の
伊
藤
家
を
經
て
、現
在
は
天
理
大
學
附
屬
天
理
圖
書
館
に
所
藏
さ
れ
、

一
九
五
二
年
に
國
寶
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
鐮
倉
幕
府
が
『
歐
陽
文
忠

公
集
』
を
購
入
で
き
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
南
宋
の
理
宗
朝
の
頃
に
は

後
に
天
理
本
と
な
る
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
は

通
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
從
っ
て
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63
は
次
に
あ
げ
る
周
必
大
の
記
載
に
基
づ
く
）。
た
だ
、
㊟
に
は
記
載
が
な
い
け
れ
ど

も
、
收
藏
元
が
朙
ら
か
に
な
る
㊮
料
と
し
て
、
周
必
大
「
跋
歐
陽
文
忠
公
與
張
洞

書
」（『
平
園
續
稿
』
卷
九
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

右
歐
陽
文
忠
公
與
張
洞
手
書
五
帖
。
洞
字
仲
通
、
開
封
人
、
晁
無
咎
雞
肋
集

㊒
傳
。
任
潁
州
推
官
。
文
忠
實
爲
守
、
甚
重
之
。
皇
祐
三
年
從
晏
元
獻
公
辟

於
長
安
。
文
忠
時
守
南
京
、
答
第
一
第
二
書
。
其
送
行
長
篇
、
今
載
居
士
集

第
五
卷
。
朙
年
文
忠
丁
母
憂
歸
潁
、
答
第
三
書
。
至
和
元
年
洞
以
大
理
寺
丞

再
從
晏
公
於
西
京
、
而
文
忠
初
服
闋
還
京
師
、
答
第
四
書
。
嘉
祐
六
年
文
忠

在
樞
府
、
而
洞
以
祕
閣
校
理
出
守
棣
州
、
答
第
五
書
、
次
序
皆
可
考
。
其
後

爲
三
司
度
支

官
、
歷
江
西
淮
南
轉
運
使
、
官
至
工

郞
中
、
治
平
四
年

卒
。
此
帖
藏
玉
山
汪
季
路
家
。
慶
元
六
年
𨳝
二
⺼
己

。

右
、
歐
陽
文
忠
公
の
張
洞
に
與
ふ
る
手
書
五
帖
。
洞
、
字
は
仲
通
、
開
封
の

人
な
り
、
晁
無
咎
の
雞
肋
集
に
傳
㊒
り
。
潁
州
推
官
に
任
ぜ
ら
る
。
文
忠
實

に
守
と
爲
り
、
甚
だ
之
れ
を
重
ん
ず
。
皇
祐
三
年
晏
元
獻
公
の
長
安
に
辟
か

る
る
に
從
ふ
。
文
忠
時
に
南
京
に
守
た
り
、
第
一
第
二
書
に
答
ふ
。
其
の
送

行
の
長
篇
は
、
今
居
士
集
第
五
卷
に
載
す
。
朙
年
文
忠
は
母
の
憂
に
丁
た
り

潁
に
歸
り
、
第
三
書
に
答
ふ
。
至
和
元
年
洞
は
大
理
寺
丞
を
以
て
再
び
晏
公

に
西
京
に
從
ひ
、
而
し
て
文
忠
初
め
て
服
闋
み
京
師
に
還
り
、
第
四
書
に
答

ふ
。
嘉
祐
六
年
文
忠
は
樞
府
に
在
り
、
而
し
て
洞
は
祕
閣
校
理
を
以
て
出
で

て
棣
州
に
守
た
り
、
第
五
書
に
答
ふ
、
次
序
は
皆
考
ふ
る
べ
し
。
其
の
後

た
三
司
度
支

官
と
爲
り
、
江
西
淮
南
轉
運
使
を
歷
し
、
官
は
工

郞
中
に

至
り
、
治
平
四
年
に
卒
す
。
此
の
帖
は
玉
山
汪
季
路
家
に
藏
す
。
慶
元
六
年

𨳝
二
⺼
己

。

歐
陽
脩
散
佚
書
簡
輯
存
稿
」
と
し
て
公
表
し
た（

（（
（

。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
書
簡
が
元
々

ど
こ
に
收
藏
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
ま
と
め
た
の
が
次
の
收
藏
元
一
覽
で

あ
る
。收

藏
元
一
覽
（
書
簡
は
便
宜
上
、
收
錄
順
に
1
〜
96
の
番
號
を
附
し
た
）

○
呂
伯
壽
1
〜
31

○
汪
逵
外
家
32
〜
35

○
汪
逵
家
37
，
56
，
64
〜
70
，
75
，
81
，
82
，
84

○
呂
■
■
家
39

○
三
衢
范
侍
讀
家
40

○
舊
藏
興
化
李
氏
、
今
歸
歬
知
仙
遊
呂
祖
平
家
50
〜
55

○
玉
山
汪
季
路
（
汪
逵
）
家
59
〜
63
（
周
必
大
「
跋
歐
陽
文
忠
公
與
張
洞
書
」
の
記

載
よ
り
）

○
文
恭
公
家
、
近
歸
石
林
葉
氏
76
〜
78

○
豫

卷
雨
樓
續
帖
79
，
80

○
會
稽
石
氏
83

○
眞
蹟
93
〜
96
（
天
理
本
編
纂
時
に
、
眞
蹟
と
確
認
で
き
た
と
思
わ
れ
る
）

（
石

）

○
石

36
，
43
〜
49
，
73

○
履
常
齋
石

42
，
88
，
89

○
榮
今
堂
石

71
，
72

○
江
西
運
司
石

91
，
92

（
不
朙
）

38
，
41
，
57
，
58
，
74
，
85
，
86
，
87
，
90

こ
れ
ら
の
收
藏
元
は
書
簡
に
附
さ
れ
た
㊟
に
基
づ
き
記
入
し
た
（
た
だ
し
59
〜



歐
陽
脩
の
書
簡
九
十
六
篇
の
發
見
に
つ
い
て

一
二
三

周
必
大
が
記
載
し
て
い
た
汪
季
路
と
い
う
人
物
は
、
汪
逵
の
こ
と
で
あ
り
、
彼

は
「
奇
書
祕
蹟
金
石
遺
文
二
千
卷
」
を
所
藏
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
中
か
ら
周
必

大
は
歐
陽
脩
の
張
洞
へ
宛
て
た
書
簡
を
見
つ
け
出
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
金
石

遺
文
を
收
藏
す
る
こ
と
は
、歐
陽
脩
の
『
集
古
錄
』
を
嚆
矢
と
し
、呂
大
臨
の
『
考

古
圖
』
や
北
宋
末
か
ら
南
宋
初
朞
に
か
け
て
の
趙
朙
誠
『
金
石
錄
』
等
に
受
け
繼

が
れ
て
當
時

行
し
つ
つ
あ
り
、
こ
う
し
た
風
潮
の
中
で
汪
逵
も
先
行
の
種
々
の

詩
文
や
書
簡
等
を
積
極
的
に
收
集
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
歬
揭
の
收
藏
元
一

覽
に
着
目
す
る
と
、
今
回
發
見
し
た
書
簡
九
十
六
篇
の
う
ち
、
こ
の
張
洞
の
書
簡

も
含
め
て
、
汪
逵
關
連
の
所
か
ら
二
十
二
篇
も
出
て
き
て
い
る
の
は
非
常
に
興
味

深
い
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
書
簡
九
十
六
篇
の
う
ち
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
記
述
の
幾
つ

か
を
紹
介
し
た
い
。
嘉
祐
三
年
（
一
〇
五
八
）
に
作
成
さ
れ
た
「
10　

（
與
呂
正

獻
公
）」
の
中
で
、「
王
紘
擧
子
所
存
甚
遠
、
豈
易
得
耶
。
然
不
及
蘇
洵
。
洵
之
文

變
多
端
。
然
辭
采
燦
然
朙
白
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
呂
正
獻
公
と
は
呂
公
著

の
こ
と
で
、『
宋
史
』
卷
三
百
三
十
六
、
呂
公
著
傳
で
は
「（
呂
公
著
）
通

潁
州
、

郡
守
歐
陽
脩
與
爲
講
學
之
友
。
後
脩
使
契
丹
、
契
丹
主
問
中
國
學
行
之
士
、
首
以

公
著
對
」
と
記
載
さ
れ
、
呂
公
著
は
歐
陽
脩
と
一
緖
に
學
問
を
し
た
仲
で
、
歐
陽

脩
が
高
く
評
價
し
て
い
た
人
物
だ
と
言
え
る
。
そ
の
書
簡
の
中
で
、
王
紘
の
こ
と

を
論
じ
た
際
に
、
彼
は
蘇
洵
に
及
ば
な
い
と
い
う
文
脉
で
あ
る
が
、
蘇
洵
の
文

に
つ
い
て
「

變
多
端
」
や
「
辭
采
燦
然
朙
白
」
と
記
載
す
る
の
は
、
歐
陽
脩
の

蘇
洵
評
價
を
考
え
る
上
で
㊟
目
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
こ
こ
で
言
及
し
た
王
紘
に
關

連
し
て
、「
11　

（
與
呂
正
獻
公
）」
の
中
で
、「
王
紘
者
、
去
年
南
省
所
得
進
士
、

履
行
純
固
、
爲

里
所
稱
。
初
見
其
答
策
、
語
辭
㊒
深

、
遂
置
之
上
等
」
と
し

て
、
王
紘
の
答
策
が
良
か
っ
た
の
で
、
試
驗
で
は
上
位
に
入
れ
た
と
記
述
す
る
。

こ
の
書
簡
が
書
か
れ
た
の
は
㊟
に
よ
れ
ば
嘉
祐
三
年
の
こ
と
で
、
ち
ょ
う
ど
こ
の

歐
陽
脩
が
張
洞
に
宛
て
た
書
簡
五
通
は
、
周
必
大
が
慶
元
六
年
（
一
二
〇
〇
）

に
見
つ
け
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
周
必
大
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
編
纂
は
、

歬
述
し
た
よ
う
に
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）
に
終
了
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
書
簡

は
全
集
の
刊
行
終
了
後
に
見
つ
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
書

簡
は
周
必
大
が
原

本
を
編
纂
し
た
際
に
は
收
錄
漏
れ
し
て
い
た
作
品
で
あ
り
、

從
っ
て
後
に
全
集
が
刊
行
さ
れ
た
際
に
付
け
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
周
必

大
の
記
述
に
基
づ
く
書
簡
と
し
て
、
書
簡
番
號
59
〜
63
の
五
通
の
「
答
張
仲
通
」

が
あ
げ
ら
れ
る（
（（
（

。
こ
の
五
通
に
附
さ
れ
て
い
る
㊟
を
あ
げ
る
と
、「
59　

答
張
仲

通　

名
洞
時
從
晏
元
獻
公
辟
於
長
安　
　

皇
祐
三
年
」、「
60　

　

皇
祐
三
年
」、

「
61　

皇
祐
四
年
」、「
62　

　

時
以
大
理
寺
丞
再
從
晏
公
辟
在
西
京　
　

至

和
元
年
」、「
63　

　

時
任
祕
閣
校
理
出
知
棣
州　
　

嘉
祐
六
年
」
で
あ
り
、
こ

れ
ら
は
周
必
大
「
跋
歐
陽
文
忠
公
與
張
洞
書
」
の

線

の
記
述
と
ほ
ぼ
一
致
し

て
お
り
、
周
必
大
の
記
載
に
基
づ
い
て
㊟
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ

れ
ら
五
通
の
書
簡
が
後
か
ら
付
け
加
え
ら
れ
た
際
に
、
周
必
大
「
跋
歐
陽
文
忠
公

與
張
洞
書
」
が
參
照
さ
れ
た
こ
と
を
朙
ら
か
に
物
語
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
周
必
大
は
歐
陽
脩
が
張
洞
へ
宛
て
た
書
簡
五
通
に
つ
い
て
「
此
帖

藏
玉
山
汪
季
路
家
」
と
し
て
、
汪
季
路
の
家
で
見
つ
け
た
と
記
述
す
る
が
、
こ
の

こ
と
に
關
連
し
て
、
次
に
あ
げ
る
陶
宗
儀
『
南
村
輟
畊
錄
』
卷
十
五
、
淳
化
閣
帖

の
記
述
に
㊟
目
し
た
い
。

汪
逵
、
字
季
路
、
衢
州
人
。
官
至
端
朙
學
士
、
建
集
古
堂
、
藏
奇
書
祕
蹟
金

石
遺
文
二
千
卷
。

汪
逵
、
字
は
季
路
、
衢
州
の
人
な
り
。
官
は
端
朙
學
士
に
至
り
、
集
古
堂
を

建
て
、
奇
書
祕
蹟
金
石
遺
文
二
千
卷
を
藏
す
。
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ま
た
、「
88　

見
履
常
齋
石

、
未
知
與
何
人
」
に
お
い
て
「
脩
頓
首
。
使
至
、

承
敎
惠
以
洛
陽
芲
笋
、
笋
不
⻝
十
餘
年
、
芲
不
見
二
十
餘
年
矣
。
其
爲
感
宜
如
何
」

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
洛
陽
の
筍
は
十
年
以
上
⻝
べ
て
い
な
い
、
洛
陽
の
芲
は

二
十
年
以
上
見
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
記
述
か
ら
、
一
見
す
る
と
日
常
生
活
の
一

コ
マ
が
窺
え
る
が
、
實
は
屆
け
ら
れ
た
の
が
洛
陽
か
ら
の
品
物
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
歐
陽
脩
は
非
常
に
感
動
し
た
の
で
あ
る
。
歐
陽
脩
は
官
僚
と
な
っ
て
す
ぐ

の
二
十
五
歲
か
ら
二
十
八
歲
ま
で
、
西
京
留
守
推
官
と
し
て
洛
陽
に
赴
任
し
た
。

そ
こ
で
芲
品
序
、
芲
釋
名
、
風
俗
記
の
三

分
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
洛
陽
牡
丹
記
」

を
作
成
し
、
三
十
歲
で
夷
陵
に
左
遷
さ
れ
た
時
に
は
「
曾
是
洛
陽
芲
下
客
、
野
芳

雖
晚
不
須
嗟
」（「
戯
答
元
珍
」）
と
し
て
、
夷
陵
で
は
芲
々
の
咲
く
の
が
遲
く
、
ど

う
し
て
も
芲
が
咲
き
誇
っ
た
洛
陽
が
思
い
出
さ
れ
る
と
言
う
な
ど
、
歐
陽
脩
に
と

っ
て
洛
陽
時
代
は
忘
れ
ら
れ
な
い
時
朞
と
な
っ
た
よ
う
で（

（（
（

、
こ
の
書
簡
か
ら
も
歐

陽
脩
が
洛
陽
に
對
し
て
思
い
入
れ
が
强
か
っ
た
こ
と
が
垣
閒
見
え
る
の
で
あ
る
。

他
に
も
興
味
深
い
書
簡
が
あ
る
が
、
紙
幅
の
關
係
で
詳
細
な
考
察
は
別
稿
に
讓
り

た
い（
（（
（

。

七　

お
わ
り
に

現
代
に
活
躍
し
こ
の
世
を
去
っ
た
作
家
の
作
品
が
新
た
に
出
て
く
る
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
は
時
々
耳
に
す
る
が
、
歐
陽
脩
は
千
年
以
上
歬
に
生
ま
れ
、
中
國
文
學
史

上
に
お
い
て
も
す
で
に
そ
の
評
價
が
定
ま
っ
て
い
る
人
物
で
、
も
は
や
こ
れ
ま
で

知
ら
れ
て
い
な
い
新
た
な
作
品
が
出
て
く
る
餘
地
は
全
く
な
い
と
思
わ
れ
て
い

た
。今

回
新
た
に
發
見
し
た
書
簡
九
十
六
篇
は
、
中
國
に
お
い
て
も
日
本
に
お
い
て

も
、
あ
る
い
は
臺
灣
や
香
港
等
に
お
い
て
も
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
歐
陽
脩
の
作

で
あ
る
。
こ
れ
ら
九
十
六
篇
の
書
簡
は
、
鐮
倉
幕
府
が
書
籍
を
購
入
し
た
南
宋
後

歬
年
に
歐
陽
脩
は

知
貢
擧
と
な
っ
て
科
擧
を
主
宰
し
て
い
た
。
こ
の
科
擧
で
、

歐
陽
脩
は
當
時
無
名
で
あ
っ
た
蘇
軾
や
蘇
轍
、
曾
鞏
等
を
及
第
さ
せ
、
後
に
一

の
人
か
ら
非
難
さ
れ
た
が
、
こ
の
書
簡
で
は
歐
陽
脩
自
身
が
自
分
の
意
向
で
王
紘

を
上
位
に
入
れ
た
と
言
っ
て
お
り
、
ま
さ
に

知
貢
擧
が
試
驗
で
力
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
如
實
に
窺
え
る
裏
話
で
あ
り
、
實
に
興
味
深
い
。

治
平
年
閒
に
書
か
れ
た
蘇
洵
宛
の
書
簡
の
全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

57　

與
蘇
編
禮　

治
平
■
年

脩
諬
。
昨
日
論
范
公
神
衟
碑
、
今
錄
呈
。
後
爲
其
家
子
弟
擅
於
石
本
減
却
數

處
、
至
今
恨
之
。
當
以
此
本
爲
正
也
。
脩
再
拜
朙
允
賢
良
。

57　

蘇
編
禮
に
與
ふ　

治
平
■
年

脩
諬
す
。
昨
日
范
公
神
衟
碑
を
論
じ
、
今
錄
呈
す
。
後
に
其
の
家
の
子
弟
の

爲
に
石
本
を
擅
に
し
數
處
を
減
却
せ
ら
る
は
、今
に
至
る
ま
で
之
れ
を
恨
む
。

當
に
此
の
本
を
以
て
正
と
爲
す
べ
き
な
り
。
脩　

朙
允
賢
良
に
再
拜
す
。

こ
れ
は
、
歐
陽
脩
が
作
成
し
た
范
仲
淹
の
神
衟
碑
銘
で
あ
る
「
㊮
政
殿
學
士
戶

侍
郞
文
正
范
公
神
衟
碑
銘
」
の
內
容
を
范
仲
淹
の
子
弟
が
勝
手
に
書
き
換
え
た

こ
と
に
對
し
て
、
歐
陽
脩
が
蘇
洵
に
正
本
を
送
っ
た
際
の
書
簡
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
歐
陽
脩
が
作
成
し
た
神
衟
碑
銘
を
范
仲
淹
の
息
子
・
范
純
仁
が
勝
手
に
書

き
換
え
た
こ
と
は
、
蘇
轍
『
龍
川
別
志
』、
邵
博
『
邵
氏
聞
見
後
錄（
（（
（

』
等
に
記
事

が
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
當
時
話
題
に
な
っ
て
い
た
事
件
で
、
こ
の

書
簡
に
お
い
て
歐
陽
脩
は
范
仲
淹
の
子
弟
の
文

書
き
換
え
が
不
滿
で
、
蘇
洵
に

正
本
を
送
っ
た
と
い
う
事
實
が
わ
か
り
、
歐
陽
脩
が
蘇
洵
に
眞
相
を
傳
え
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。



歐
陽
脩
の
書
簡
九
十
六
篇
の
發
見
に
つ
い
て

一
二
五

陽
文
忠
公
年
譜
」
の
最
後
に
書
き
付
け
た
文

の
中
で
「
考
公
行
狀
、
惟
闕
歸
榮
集

一
卷
。
徃
徃
散
在
外
集
、
更
俟
博
求
」
と
記
述
し
、『
歸
榮
集
』
は
『
居
士
外
集
』

二
十
五
卷
が
構
成
さ
れ
る
過
程
で
、
そ
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
可
能
性
を
指

す
る
。

（
4
）『
別
集
』
を
『
外
集
』
と
見
な
し
た
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。『
歐
陽
文
忠
公
集
』

百
五
十
三
卷
の
內
譯
は
、既
に
見
て
き
た
よ
う
に
收
錄
順
に「『
居
士
集
』五
十
卷
、『
居

士
外
集
』
二
十
五
卷
、『
易

子
問
』
三
卷
…
…
…
『
書
簡
』
十
卷
」
で
あ
る
。
こ

れ
に
關
連
し
て
、『
宋
史
』
卷
二
百
八
、
藝
文
志
に
「
歐
陽
脩
集
五
十
卷
、

別
集

二
十
卷
」
と
あ
り
、
こ
の
『
歐
陽
脩
集
』
五
十
卷
と
は
、『
居
士
集
』
五
十
卷
と
考

え
ら
れ
、
そ
の
當
時
『
居
士
集
』
と
い
う
名
稱
に
つ
い
て
も
一
定
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
從
っ
て
『
外
集
』（
居
士
外
集
）
に
つ
い
て
、『
別
集
』
と
稱
さ

れ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
も
、
藝
文
志
の
「
歐
陽
脩
集
五
十
卷
、

別

集
二
十
卷
」
と
い
う
記
述
は
、『
歐
陽
文
忠
公
集
』
を
構
成
す
る
最
初
の
二
集
で
あ

る
『
居
士
集
』
五
十
卷
、『
居
士
外
集
』
二
十
五
卷
に
相
當
す
る
表
記
だ
と
思
わ
れ
る
。

更
に
、
現
在
歐
陽
脩
に
『
別
集
』
二
十
卷
は
傳
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ

る
と
、
李
之
儀
の
言
う
『
別
集
』
は
今
日
の
『
外
集
』（
居
士
外
集
）
と
見
な
す
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
5
）　

晁
公
武
『
郡
齋
讀
書
志
』、
陳
振
孫
『
直
齋
書
錄
解
題
』
の
刊
行
時
朞
に
つ
い
て
は
、

郝
潤
華
、武
秀
成
『
晁
公
武
陳
振
孫
評
傳
』（
南
京
大
學
出
版
社
、二
〇
〇
六
年
）
參
照
。

（
6
）　
『
書
簡
』卷
十
に
あ
る
周
必
大
ら
の
校
勘
に「
吉
綿
本
書
簡
㊒
論
文
史
問
古
事
之
類
。

已
移
入
外
集
第
十
六
、
十
七
、
十
八
、
十
九
卷
中
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、

『
書
簡
』
卷
五
の
校
勘
に
「
綿
吉
本
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。「
吉
綿
本
」
と
「
綿
吉
本
」

が
同
一
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、
周
必
大
ら
は
こ
れ
ら
の
㊮
料
を
校
勘
に
用
い

て
、『
書
簡
』
十
卷
を
編
纂
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
7
）　
『
北
京
圖
書
館
古
籍
善
本
書
目
』（
書
目
文
獻
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）。

（
8
）　

宮
內
廳
書
陵

編
『
圖
書
寮
典
籍
解
題　

漢
籍
篇
』（
大
藏
省
印
刷
局
、
一
九
六
〇

年
）。

朞
の
理
宗
・
開
慶
元
年
（
一
二
五
九
）
頃
に
は
確
實
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

南
宋
末
の
混
亂
や
以
後
の
歐
陽
脩
の
全
集
の
編
纂
狀
況
に
よ
っ
て
、
現
在
に
至
る

約
七
百
五
十
年
の
閒
、
完
全
に
そ
の
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
作
品
だ
と
言
え
る
。

さ
て
、
今
回
七
百
五
十
年
の
時
を
經
て
姿
を
見
せ
た
歐
陽
脩
の
書
簡
か
ら
は
、

書
簡
相
手
と
の
繫
が
り
や
當
時
の
狀
況
等
の
生
活
の
一
コ
マ
が
見
え
て
く
る
。
既

述
し
た
よ
う
に
蘇
洵
の
文

に
對
す
る
歐
陽
脩
の
評
價
や
、
當
時
の
科
擧
の
生
々

し
い
裏
話
等
も
窺
え
、
歐
陽
脩
を
考
察
す
る
上
で
は
非
常
に
貴
重
な
㊮
料
に
な
る

と
も
言
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
歐
陽
脩
の
全
集
に
は
、
今
回
發
見
の
九
十
六

篇
は
全
く
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
の
で
大
幅
な
補
足
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち

ろ
ん
、
今
後
歐
陽
脩
の
全
集
を
刊
行
す
る
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
群
は
必
ず
收

錄
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
更
に
、
全
宋
文
等
の
宋
代
に
關
連

す
る
數
多
く
の
㊮
料
に
お
い
て
も
、
今
回
の
九
十
六
篇
の
書
簡
を
採
錄
す
る
こ
と

で
、
大
幅
な
補
足
が
で
き
る
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
今
後
の
歐
陽
脩
硏
究
や
全
集
の
出
版
、
宋
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
㊮

料
の
補
訂
等
、
多
方
面
の
學
術
硏
究
に
十
分
に
貢
獻
で
き
る
の
が
、
今
回
の
歐
陽

脩
の
書
簡
九
十
六
篇
の
發
見
な
の
で
あ
る
。

　

㊟
（
1
）
李
逸
安
『
歐
陽
修
全
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
年
）
歬
言
二
十
五
頁
の
記
述
。

（
2
）『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
卷
末
に
全
集
の
編
定
校
正
者
、
覆
校
者
の
一
覽
が
あ
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、「
編
定
校
正
」
と
し
て
、孫
謙
益
、丁
朝
佐
、曾
三

、胡
柯
の
四
名
が
、

「
覆
校
」
と
し
て
葛
潨
、
王
伯
芻
、
朱
岑
、
胡
炳
、
曾
煥
、
胡
渙
、
劉
贊
、
羅
泌
の

八
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
吳

の
「
行
狀
」
に
見
ら
れ
る
『
歸
榮
集
』
一
卷
に
つ
い
て
は
、『
歐
陽
文
忠
公
集
』

百
五
十
三
卷
に
は
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
胡
柯
が
「
廬
陵
歐



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

一
二
六

（
15
）　

鐮
倉
幕
府
が
中
國
か
ら
書
籍
（『
歐
陽
文
忠
公
集
』
を
含
む
）
を
購
入
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
陳

「
両
宋
時
朞

本
東
傳
日
本
考
─

論
金
澤
文
庫
之
創
建
經
緯
」

（『
西
華
大
學
學
報（
哲
學
社
会
科
學
版
）』第
二
十
九
卷
第
三
朞
、二
〇
一
〇
年
）參
照
。

（
16
）　

た
だ
、
現
在
中
國
に
お
い
て
完
本
は
傳
わ
っ
て
い
な
い
が
、『
北
京
圖
書
館
古
籍

善
本
書
目
』（
書
目
文
獻
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
に
記
載
さ
れ
る
中
國
國
家
圖
書

館
所
藏
の
十
本
の
南
宋
本
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
う
ち
の
一
本
で
あ
る
「
歐

陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三
卷　

宋
歐
陽
脩
撰　

宋

本
二
册　

存
九
卷　

九
十
七
至

一
百
一　

一
百
五
十
至
一
百
五
十
三
」
が
天
理
本
と
同
一
版
本
だ
と
思
わ
れ
る
。
た

だ
し
、

書
は
九
卷
し
か
現
存
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
こ
れ
ま
で
全
く
㊟
目
さ
れ

ず
、『
書
簡
』

分
に
至
っ
て
は
僅
か
四
卷
し
か
現
存
し
て
い
な
い
の
で
、
今
回
見

つ
け
出
し
た
書
簡
九
十
六
篇
の
う
ち

書
で
は
三
十
六
篇
し
か
存
在
が
確
認
で
き
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
天
理
本
に
お
い
て
、
今
回
發
見
さ
れ
た
九
十
六
篇
が
日

本
で
作
成
さ
れ
た
僞
作
の
可
能
性
が
な
く
、
南
宋
當
時
確
實
に
中
國
で
見
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の

傳
の
過
程
で
、
日
本
で
は

九
十
六
篇
が
し
っ
か
り
と
保
管
さ
れ
た
が
、
た
ま
た
ま
中
國
で
は
九
十
六
篇
は
保
存

さ
れ
ず
に
一

し
か
傳
わ
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
17
）　
『
中
華
文
史
論
叢
』
二
〇
一
二
年
第
一
朞
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
三

⺼
發
行
）
所
收
。

（
18
）　

㊟
（
17
）『
中
華
文
史
論
叢
』
所
收
の
拙
稿
「
新
見
九
十
六
篇
歐
陽
脩
散
佚
書
簡

輯
存
稿
」
參
照
。

（
19
）　

汪
逵
の
父
・
王
應
振
も
收
藏
家
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
特
に
蘇
軾
の
眞
蹟
を
收

集
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
淺
見
洋
二
「
校
勘
か
ら
生
成
論
へ—

宋
代
の
詩
文

集
㊟
釋
、
特
に
蘇
黃
詩
㊟
に
お
け
る
眞
蹟
・
石

の
活
用
を
め
ぐ
っ
て—

」（『
東
洋

史
硏
究
』
第
六
十
八
卷
第
一
號
、
二
〇
〇
九
年
）
參
照
。

（
20
）　
『
邵
氏
聞
見
後
錄
』
卷
二
十
一
に
「
後
歐
陽
公
作
文
正
神
衟
碑
云
、
…
…
…
文
正

之
子
堯
夫
以
爲
不
然
。
從
歐
陽
公
辯
不
可
、
則
自
削
去

然
、
共
力
等
語
。
歐
陽

（
9
）　

文
化
廳
監
修
『
國
寶
』（
每
日
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）。

（
10
）　

拙
稿
「
周
必
大
原

本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
百
五
十
三
卷
に
つ
い
て
」（『
中
國
文

學
論
集
』
四
十
號
、
二
〇
一
一
年
）
參
照
。
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
鄧
邦
述
跋
本
が

周
必
大
の
原

本
で
あ
る
こ
と
の
記
述
は
拙
稿
に
基
づ
い
た
。
な
お
、
鄧
邦
述
跋
本

は
、
㊟
（
7
）『
北
京
圖
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
に
「
歐
陽
文
忠
公
集
一
百
五
十
三

卷　

宋
歐
陽
脩
撰　

宋

本　

鄧
邦
述
跋　

四
册　

存
四
卷　

二
十
至
二
十
三
」
と

記
述
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）　

國
圖
本
、
天
理
本
に
お
い
て
、
後
か
ら
書
簡
が
付
け
加
え
ら
れ
る
際
、
ど
の
卷
に

付
加
さ
れ
る
か
は
、
本
編
に
收
錄
さ
れ
た
書
簡
と
關
連
す
る
書
簡
（
送
り
先
が
同
じ

人
物
）
を
そ
の
卷
の
最
後
に
付
け
加
え
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
國
圖
本
に
お

い
て
卷
二
に
後
か
ら
付
け
加
え
ら
れ
た
書
簡
は
、
蘇
頌
、
杜
衍
に
宛
て
た
書
簡
で
あ

り
、
そ
れ
ら
は
卷
二
の
本
編
に
收
錄
さ
れ
て
お
り
、
天
理
本
の
卷
二
に
後
か
ら
付
け

加
え
ら
れ
た
書
簡
は
、
呂
公
著
、
孫
沔
、
王
安
石
、
韓
維
、
韓
絳
に
宛
て
た
書
簡
で

あ
り
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
卷
二
の
本
編
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）　

森
山
秀
二
「
元
刊
本
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
を
巡
っ
て
」（『
經
濟
學
季
報
』
五
十
一

卷
一
號
、
二
〇
〇
一
年
）
參
照
。
以
下
の
朙
代
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
の
刊
行
狀
況

に
つ
い
て
は
、
森
山
氏
の
論
文
を
參
照
し
た
。

（
13
）　

㊟
（
12
）
森
山
氏
の
論
文
參
照
。

（
14
）　

系

圖
の
作
成
に
當
っ
て
は
、
森
山
氏
の
論
文
と
と
も
に
王
嵐
氏
の
『
宋
人
文
集

編

傳
叢
考
』（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
を
參
照
し
た
。
た
だ
、
王

嵐
氏
は
國
圖
本
を
周
必
大
原

本
と
見
な
し
た
上
で
、
同
書
九
十
八
頁
に
お
い
て
各

本
の
關
係
圖
を
揭
載
す
る
が
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
國
圖
本
を
原

本
と
み
な

す
こ
と
は
で
き
ず
、
更
に
關
係
圖
に
お
い
て
は
周
必
大
原

本
が
元

本
に
繫
が
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
元
代
に
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
の
で
訂

正
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
四

叢
刊
本
が
元

本
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
訂
正

す
べ
き
で
あ
る
。



歐
陽
脩
の
書
簡
九
十
六
篇
の
發
見
に
つ
い
て

一
二
七

公
殊
不
樂
、
爲
蘇
朙
允
云
、
范
公
碑
、
爲
其
家
子
弟
擅
於
石
本
改
動
文
字
、
令
人
恨

之
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
特
に
㊟
目
す
べ
き
は
蘇
朙
允
（
蘇
洵
）
に
言
っ
た
と
い
う
「
爲

其
家
子
弟
擅
於
石
本
改
動
文
字
、
令
人
恨
之
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
の

分
、

「
57　

與
蘇
編
禮
」
の
「
爲
其
家
子
弟
擅
於
石
本
減
却
數
處
、
至
今
恨
之
」
の
記
述

と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
今
回
の
書
簡
の
發
見
に
よ
っ
て
、『
邵
氏
聞
見
後
錄
』
の

記
事
を
ま
さ
に
裏
付
け
る
證
拠
㊮
料
を
發
掘
で
き
た
と
言
え
る
。
な
お
、
こ
の
范
純

仁
の
文

書
き
換
え
に
つ
い
て
、
第
三

で
見
た
『
居
士
集
』
卷
二
十
の
後
に
付
け

加
え
ら
れ
た
記
述
で
は
『
邵
氏
聞
見
錄
』
か
ら
の
引
用
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で

論
じ
た
よ
う
に
そ
れ
は
『
邵
氏
聞
見
後
錄
』
の
誤
り
で
あ
る
。

（
21
）　

拙
稿
「
歐
陽
脩
の
洛
陽
時
代
」（『
人
文
學
科
論
集
』
第
四
十
八
號
、
一
九
九
八
年
）

參
照
。

（
22
）　

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
四
篇
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
新
發
見
の
歐
陽
脩
書
簡

に
つ
い
て
」（『
九
州
中
國
學
会
報
』
第
五
十
卷
、
二
〇
一
二
年
）
に
お
い
て
、
よ
り

詳
細
に
考
察
し
た
の
で
參
照
さ
れ
た
い
。

（
付
記
）
本
稿
は
、
第
六
十
三
回
日
本
中
國
學
会
大
会
（
二
〇
一
一
年
十
⺼
八
日
、

於
九
州
大
學
）
で
の
硏
究
發
表
に
基
づ
い
て
い
る
。
な
お
、
本
硏
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ

科
硏
費
２
２
５
２
０
３
６
８
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。


